
 

平成２７年 ３月１０日 

 

 

 

お  知  ら  せ 

件 名 道内６箇所の重点「道の駅」候補へ選定証授与 

 

 

 国土交通省では、地域活性化の拠点となる先駆的な取組を支援するため、 

重点「道の駅」制度を創設し、平成２７年１月３０日に重点「道の駅」等 

を選定しました。 

 この度、北海道内における重点「道の駅」候補として選定した、６箇所 

の「道の駅」に対して選定証授与式を行います。 

 

記 

 

１．日 時  平成２７年３月１９日（木） １１時３０分～１２時００分 

２．場 所  ＴＫＰ札幌駅カンファレンスセンター 

      （札幌市北区北７条西２－９ ベルヴュオフィスビル３階） 

３．次 第  （１）挨拶 

       （２）選定証授与（授与者：岡部北海道開発局長） 

       （３）記念撮影、記者会見 

４．その他 
   ・参加される報道関係者の方は、３月１７日（火）までに、以下メー 

ルアドレスかＦＡＸで 事前登録をお願いします。事前登録が無い方 
は入場を制限させていただく場合がございます。 

   ・一般の方は会場の都合により、参加できませんので御了承願います。 
 
【報道関係者の方の事前登録】 
  E-mail：hkd-150319guest@hkd.mlit.go.jp 
  FAX  ：011-757-3270 
  登録内容（社名・役職・氏名（ふりがな）・連絡先（電話と E-mail）） 
 

 

問 

合 

せ 

先 

所   属 役 職 名 氏   名 電 話 番 号 

北海道開発局 

道路計画課 

課長補佐 竹下 正一 
０１１-７０９-２３１１

内線５３５５ 

開発専門官 畑山 朗 
０１１-７０９-２３１１

内線５８４５ 

 

お知らせ内容 



〇 全国各地で「道の駅」を地域活性化の拠点とする取組が進展しています。
〇 この動きを応援するため、国⼟交通省では、重点「道の駅」制度を創設し、

重点「道の駅｣制度の概要

〇 この動きを応援するため、国⼟交通省では、重点「道の駅」制度を創設し、
優れた「道の駅」を関係機関と連携して重点⽀援する取組を実施します。

重点「道の駅」に想定される機能

「道の駅」が
活⼒を呼び、雇⽤を創出、

地域の好循環へ

重点「道の駅」に想定される機能

地域の産業振興

地域の元気を創る

地域センター型

地方特産品のブランド化、６次産業化 等

地域の観光総合窓口機能

地域外から活⼒を呼ぶ

ゲートウェイ型

地域全体の観光案内、宿泊予約窓口 等

地域福祉の向上

高度な防災機能

診療所、役場機能、高齢者住宅 等

広域支援の後方支援拠点、防災教育 等

インバウンド観光の促進

地方移住等の促進

外国人案内所、免税店、無料公衆無線LAN、

観

地方移住のワンストップ窓口
ふるさと納税の情報提供 等

海外対応ATM 等

地域活性化の拠点として、特に優れた機能を継続的に
発揮していると認められるもの

全国モデル「道の駅」
国⼟交通⼤⾂選定国⼟交通⼤⾂選定

全国的なモデルとして成果を広く周知するとともに、
さらなる機能発揮を重点⽀援

地域活性化の拠点となる優れた企画があり、今後の重点⽀援
で効果的な取組が期待できるもの

重点「道の駅」
国⼟交通⼤⾂選定国⼟交通⼤⾂選定

取組を広く周知するとともに、取組の実現に向けて、
関係機関が連携し、重点⽀援

地域活性化の拠点となる企画の具体化に向け、地域での意欲的
な取組が期待できるもの

重点「道の駅」候補
地⽅整備局⻑等選定地⽅整備局⻑等選定

関係機関が連携し、企画検討等を⽀援



南富良野町

北海道開発局管内の重点「道の駅」候補

南富良野町
「南ふらの」

士幌町
「ピア２１しほろ」

・七飯町 道の駅（仮称）「男爵いもパーク」

重点「道の駅」候補（北海道開発局長選定）

「ピア２１しほろ」

・南富良野町 道の駅「南ふらの」

・音更町 道の駅「おとふけ」

・士幌町 道の駅「ピア２１しほろ」

・上士幌町 道の駅（仮称）「バルーン」

・弟子屈町 道の駅「摩周温泉」

弟子屈町弟子屈町
「摩周温泉」

上士幌町
（仮称）「バル ン」

七飯町
（仮称）「男爵いもパーク」

音更町
「おとふけ」

（仮称）「バルーン」



道の駅（仮称）「男爵いもパーク」
だんしゃく

〇北海道の新たな玄関口となる北海道新幹線新函館北斗駅（平成２７年度開業予定）の近傍で、大沼国定公園や異国情緒あふ
れる函館など、魅力ある道南地域の広域観光・交通情報提供を備えたゲートウェイ機能

○当該地域は男爵イ や西洋農業 発祥 地 あり 近代式農機具 展示による歴史的遺産 継承 ほか 農産物 生産 販

北海道七飯町重点「道の駅」候補

○当該地域は男爵イモや西洋農業の発祥の地であり、近代式農機具の展示による歴史的遺産の継承のほか、農産物の生産・販
売加工により農業を６次化、商品開発・起業・雇用の場を創出

＜地方創生拠点としての機能＞

ゲートウェイ型

観光総合窓口
函館・道南エリアの
新たな観光拠点

インバウンド観光
オリンピック海外観光客

のための観光窓口

地方移住等促進
移住に必要な情報の
ワンストップ提供

産業振興
６次化農業の拠点

防災
駒ヶ岳噴火に対する防災拠点

設置者

七飯町

新設/既設

新設

路線

国道5号

駅名

(仮称）男爵いもパーク

都道府県

北海道

設置年度

平成２９年

種別

一体型

ゲ トウ イ型

●函館市の外国人観光客数●新幹線開業による移動可能圏域の拡大

至新八雲駅（仮称）

森町

拡大図 「道の駅」
（仮称）男爵いもパーク

新函館北斗
停車場七飯線

【新函館北斗駅
～道の駅間】

約３．０ｋｍ

新たな観光拠点 のための観光窓口 ワンストップ提供

起点：
新函館北斗駅

起点：
函館駅
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【現在】 【新函館北斗駅開業後】

●函館市の外国人観光客数

１０年間で約８倍移動可能圏域

が拡大

●新幹線開業による移動可能圏域の拡大
七飯町

オニウシ公園（森町）
（年間入込客数：８０万人）

大沼国定公園（七飯町・鹿部町）

（年間入込客数：２２０万人）

北海道新幹線
「新函館北斗駅」

北海道新幹線
「新函館北斗駅」

新駅駅前通
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H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25※各経由地からの所要時間は鉄道・道路利用により、
拠点駅⇔各市役所・役場間で算定

※道路利用は、道路交通センサスより混雑時平均旅行速度で算定

0% 20% 40% 60% 80% 100%

資料：北海道観光入込客数調査報告書

▼大沼国際交流プラザに訪れる外国人

江差町

道の駅
『縄文ロマン
南かやべ』

函館市
南茅部地区拡大図

「道の駅」
(仮称）男爵いもパーク

大いに利用

6%

6%

利用

57%

44%

利用しない

22%

23%

不明

15%

27%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

青森県

東北（青森県以外）
資料：Ｈ24年度

函館方面への観光ニー
ズが高い東北や北関東

では、４割～５割
が新幹線を利用と開業
への期待が高い

至新青森駅

函館市

「道 駅 が道南 新たな観光拠点となり 情報発信基地 地域資源

開陽丸（江差町）
（年間入込客数：３７万人）

（国宝展示）

（イメージパース）

＜提案の先駆性・ポイント＞ ＜実施内容＞

5% 39% 29% 27%北関東

資料 年度
観光客アンケート調査
（北海道開発局）函館山（函館市）

（年間入込客数：４８２万人）

「道の駅」が道南の新たな観光拠点となり、情報発信基地、地域資源の
創出・活用、防災拠点などの役割を果たし、インバウンド観光に貢献

○ICTによる情報提供設備をもつ観光案内所を設置
○JNTO外国人案内所の認定を受け、多言語対応可能なスタッフを設置
○サイクルツ リズムに対応したサ ビスステ シ ンやEV充電器を設置

■北海道新幹線新函館北斗駅の開業や『東京オリンピック・パラリンピック』キャンプ地
誘致とあわせ、地域情報発信の機能向上により外国人観光客へ道南の魅力を広くア
ピ ル 広域観光 滞在型観光を促進し交流人口を増加 道南地域経済を活性化

○明治時代からの農業近代化にちなんだ収蔵品や機械遺産等を保存展示し、
農畜産物等の地産地消施設と一体的に整備

○「男爵イモ」や道南の素材を活かした料理や菓子等の手作り体験工房を設置
○活火山駒ヶ岳の噴火に備えた防災拠点としての機能を備えた施設整備

○サイクルツーリズムに対応したサービスステーションやEV充電器を設置ピール、広域観光・滞在型観光を促進し交流人口を増加、道南地域経済を活性化。

■建設予定地は、年間３０万人以上の集客を有する道南食材を活かした商業施設が２
施設営業、様々な産業が活躍出来る場として機能しており、「男爵イモ発祥の地」を
テーマとし、農産物の生産・販売・加工による６次化農業の拠点機能を加えることで、潜
在的な地域資源を活用した新たな商品開発・起業・雇用など、更なる相乗効果が期待。



みなみ

〇 観光、雇用、空き屋情報等を発信する総合窓口の設置による地域経済の牽引
〇 再生可能エネルギーを活用した先進農業生産の拠点化

北海道南富良野町道の駅「南ふらの」重点「道の駅」候補

〇 再生可能エネルギ を活用した先進農業生産の拠点化

産業振興
農業・林業と連携した園芸施設整備

地場産品を活用したオリジナル製造販売

地方移住等促進
雇用情報・空き家情報の提供を整備

インバンド観光・観光総合案内
外国人にも対応した、

富良野・美瑛観光圏の案内

＜地方創生拠点としての機能＞

地域センター型

※イメ ジであり
設置者

南富良野町

新設/既設

既設

路線

国道38号

駅名

南ふらの

都道府県

北海道

設置年度

平成５年

種別

単独型

※イメージであり、
今後、変更があります。

「道の駅」南ふらの

至 富良野市

N

町の主な機能が「道の駅」に集積

【農林業振興エリア】

水耕栽培施設、商品加

【防災機能エリア】
非常用電源（済み）
非常食配備（済み）

道の駅
南ふらの

スキー客で賑わう富良野
スキー場（富良野市）

人気のﾗﾍ ﾞﾝﾀ ﾞｰ畑
（中富良野町）

水耕栽培施設、商品加
工工場等 予定場所
※用地買収予定

【地域福祉エリア】
診療所設置（済み） 凡 例

トマム
リゾート

富良野
リゾート

冬の金山湖でワカサギ釣
（南富良野町）

サホロ
リゾート

空知川でのラフティ
ング（南富良野町）

製品
（サラダ）

収穫栽培

水耕栽培から製品化までのイメージ

■再生可能エネルギー（木質チップ）を利用した水耕栽培施設の設置

隣接する土地に、水耕栽培施設を設置し、木質チップと雪を「雪氷乾燥」に利活用

＜提案の先駆性・ポイント＞

至 帯広市

診療所設置（済み） 凡 例

現在の道の駅区域

将来取込予定の区域 道の駅南ふらの

道東自動車道

（南富良野町）

＜実施内容＞

隣接する土地に、水耕栽培施設を設置し、木質チップと雪を「雪氷乾燥」に利活用

することで通年栽培が可能。地域資源を活用し六次産業化を推進し、地元商業者

の活躍の場を作る。

■観光振興の場となる道の駅

地域情報と、富良野・美瑛観光圏の情報提供も出来る総合案内を実施。インバウ

○通年稼働できる水耕栽培施設、農産物生産施設を設置し経済発展、雇用
促進を図る。

○地元農産物を活用した六次産業化のための加工施設や直売所の設置
道の駅オリジナル商品（大福・じゃがバタ）を提供

○地域の情報（雇用 空き家 観光（外国人対応含む）等）提供機能を備えた
ンド観光にも対応。

■防災機能備え、地域の福祉を担う道の駅

防災機能（非常電源・非常食）を備え、災害時には後方支援の拠点になる。また、

近傍に診療所を設置することでコンパクト化を目指す。

○地域の情報（雇用、空き家、観光（外国人対応含む）等）提供機能を備えた、
富良野・美瑛観光圏を統括案内可能な総合案内所の設置

○地域の特産品を免税で購入できる免税店の設置



道の駅「おとふけ」

〇商工業の進出等により全道の町で１番の人口を誇る活気ある音更町において、道東自動車道音更帯広ＩＣと直結する国道２４１
号沿いに整備する「道の駅」を十勝圏の玄関口として 地域住民が中心となり十勝の食と農の魅力を発信

北海道音更町重点「道の駅」候補

号沿いに整備する「道の駅」を十勝圏の玄関口として、地域住民が中心となり十勝の食と農の魅力を発信

産業振興
十勝ならではの食や農の魅力発信

観光総合案内
十勝・道東のゲートウェイ

防災
地域住民や道路利用者の防災拠点

＜地方創生拠点としての機能＞

地域センター型

設置者

音更町

新設/既設

既設
移転

路線

国道241号

駅名

おとふけ

都道府県

北海道

設置年度

平成８年

種別

一体型

音更町 観光入り込み客数 撮影時（分譲前） H24撮影時（28社）

音更町 十勝川温泉

北海道立十勝エコロジ パ ク

北海道十勝らしい風景
（十勝の広大な大地、空気）

▼音更町 観光入り込み客数 H10撮影時（分譲前） H24撮影時（28社）

1,300,000 

1,350,000 

1,400,000 柳月スイートピアガーデン

道の駅（移転候補地）

北海道立十勝エコロジーパーク

十勝ならではの「食」
（乳製品、豆類等農産物、ｽｲｰﾂ）

至 帯広JCT 至 池田IC

平成10年撮影

至 帯広JCT 至 池田IC

平成24年撮影

1,200,000 

1,250,000 

H22 H23 H24 H25

6 12171718181919222324252831

0

20

40
▼音更町 I.C工業団地企業分譲地契約数の推移

5.2倍増

北海道町人口ランキング

町では第１位
１位 音更町 45395人
２位 七飯町 28815人
３位 幕別町 27338人

（社）

【柳月スイートピアガーデ

＜提案の先駆性・ポイント＞

＜実施内容＞

○６次産業化を支援するための農畜産物の加工研修施設の設置

○観光案内所の設置
■基幹産業である農業を活かした農産物や加工品の提供など 十勝の食や農
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位 幕別町【柳月スイ トピアガ デ
ンとの連携】
柳月の工場見学や「道の駅」の直
売場を目的として訪れた方に、お
互いが双方の情報を発信すること
で相乗効果が期待できる。

○外国人旅行客の利便性向上のため免税店許可取得

○無料公衆無線LAN・ＥＶ充電器の設置

○防災教育・備蓄施設を設置

■基幹産業である農業を活かした農産物や加工品の提供など、十勝の食や農、

風景の魅力を発信する新たな拠点を形成

■十勝や道東の玄関口として、ドライバーの休憩や十勝川温泉、北海道立十勝エ

コロジーパーク等、観光のゲートウェイとして新たな拠点を形成



道の駅「ピア２１しほろ」

〇全国シェアの３割を占める十勝の馬鈴薯、道内１位の飼養頭数を誇る牛肉等を東京を始め広島、鹿児島等全国各地へ出荷する
等、農業生産額３００億円を超える「農村ユートピア・士幌町」として新商品の開発、直売所の整備により情報発信機能を強化。

北海道士幌町重点「道の駅」候補

○地元教育機関と連携した商品開発などを通じた若手の人材育成の場を創出。

産業振興
地域の特産品を活かした産業振興

防災
防災備蓄倉庫

インバウンド観光
観光総合窓口とＥＶ充電設備

＜地方創生拠点としての機能＞

地域センター型
設置者 新設/既設路線駅名 都道府県 設置年度 種別設置者

士幌町

新設/既設

既設
移転

路線

国道241号
国道274号

駅名

ピア２１しほろ

都道府県

北海道

設置年度

平成９年

種別

一体型
６次産業化
・士幌産の馬鈴薯や
牛による商品開発、
ブランド化

・木材を使った

若者に地域の
魅力を体験
・酪農等の農業体験
・士幌高校のイン 1.15

1 15

1.20

十勝圏計 北海道

▼観光入込客数推移

栽培

収穫

木材を使った
直売所の建設

ターン受け入れ

「道の駅」ピア２１しほろ

農村ユ トピア

1.00 0.98

1.07
1.04

1.08

0.97

0.98

0.93
0.90

0.89

0 85

0.90

0.95

1.00

1.05

1.10

1.15

帯広市札幌市
現状分
析把握

商品コンセ
プト開発

士幌高

士幌高校生
参加商品開発

加工 ピア21しほろ

広域観光の拠点
エコ道の駅
・クリーンエネルギー

農村ユートピア
士幌町

0.80

0.85

H14 H16 H18 H20 H22 H24（年度）

2,402

1,7112,000

2,500

3,000

（億円）

農業王国北海道においても、
圧倒的な十勝の産出額

▼北海道振興局別農業産出額
製品開発

プト開発

商品化

校生商
品開発
参加

加工

商品

ヌプカの里

ピア21しほろ
（延べ人数による増減率）

・北十勝方面への広域
観光、周遊観光を可
能とするＥＶ充電設備

・周辺道の駅と連携し
た情報発信

の利用を行う事で農
作物への環境に配
慮した地域作りを推
進する。（太陽光発
電、アイスシェル
ター） ※イメージ図であり、今後、変更があります。

整備イメージパース 1,297
1,089
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530 493 469 454 412 337 255 193 147
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檜
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新商品
ヌプカの里

○人材育成の為、商品開発に関わる地元高校生のインターンを毎年受け入れる

○商品開発力を向上させ、地元農産畜産物の士幌ブランド化を推進する為、 一

連の商品化に必要な加工施設、直売所を整備

■地元農蓄産物（馬鈴薯、しほろ牛肉、小麦等）の価値を高めるため、加工施設
を併設、JA、商工会、地元高校と新商品開発、オリジナル商品製造により６次産

業化を推進。直売所等を整備し、地場の野菜及び農畜産物加工品の販売を行い、
高齢者の生きがいづくりの一環として野菜づくり、手作り加工品づくりを支援し、

＜提案の先駆性・ポイント＞ ツ
ク＜実施内容＞

○周辺道の駅と連携して北十勝地域の広域観光情報を発信

○林業も盛んな十勝地域のPRを兼ねて道の駅建造物を木造で整備

○太陽光発電と自然冷熱エネルギー施設を整備。また、周遊観光を可能とするＥ

Ｖ充電設備を整備

道の駅で販売を行う。

■町立士幌高校の生徒が企画提案した商品の増産及び新商品開発による“士
幌ブランド化”と、アグリビジネス科やフードシステム科の学生のインターン受入
れを行い、当高校の「体系的農業教育による『ものづくり』の出来る人材育成」と
連携して若者による地域の活性化を行う。



道の駅（仮称）「バルーン」

〇ふるさと納税の拠点を設置し地域振興を促進。
○都市と農村の交流による移住定住のワンストップ窓口を設置し地域へ活力を誘導

北海道上士幌町重点「道の駅」候補

○都市と農村の交流による移住定住のワンストップ窓口を設置し地域へ活力を誘導。

地方移住等促進
ふるさと納税に関する情報発信、取扱い拠点

地方移住等促進
移住定住ワンストップ窓口

産業振興
地域特産品の販売

高齢者福 至 旭川

＜地方創生拠点としての機能＞

ゲートウェイ型

設置者

上士幌町

新設/既設

新設

路線

国道241号

駅名

（仮称）
バルーン

都道府県

北海道

設置年度

平成３０年

種別

未定認定こ
ども園
H26整備

役場

生涯学習セン
ター生涯学習

センター
H28整備

スポーツ
センター
H25改修

診療所・介護老
人保健施設
H26整備

高齢者福
祉施設
H26整備

H25年度ふるさと納税全道一
H26年度上半期全国一

2013全道ランキング

至 旭川

中

旧国鉄士
幌線アー
チ橋梁群

国
道

２
７
３
号

2013 全道ランキング
１位 上士幌 2億4350万円
２位 佐呂間町 1億0138万円
３位 浦臼町 1億0122万円

心
市
街
地

イメ 図であり 今後 変更があります

移住者による地域おこしが行
われている。

道の駅運営スタッフは全国か
ナイタイ高原

国

道の駅

道の駅

＜提案の先駆性 ポイント＞ ＜実施内容＞

イメー図であり、今後、変更があります。道の駅運営スタッフは全国か
ら広く公募する予定

【旧国鉄士幌線アーチ橋梁群】

市街地から糠平、十勝三股の山岳
森林地帯を南北に貫く国道273号
に並行して所々に見かける、かつ
ての国鉄士幌線で使われたコンク
リート造りのアーチ橋

【ナイタイ高原】

日本一広い、総面積約
1,700ha(東京ドーム358個分)
の公共牧場で、牛の放牧を見
ることができます。

帯広方面からの来訪者
のゲートウェイ至 帯広

道の駅

＜提案の先駆性・ポイント＞ ＜実施内容＞

○ふるさと納税に関する情報提供、取扱い拠点施設の設置

○お試し暮らし、移住定住や空き家情報のワンストップ窓口の設置

○農産物直売所、地元加工品の販売 ○観光総合案内所の設置

■ふるさと納税を通じて、上士幌町の認知度が全国に広まっておきており、今後、

納税者や来訪者に対して、移住定住の働きかけなど、都市と農村の交流を積

極的に推進するための新たな拠点を形成（平成25年度寄付金額全道1位、平

成26年度上半期寄付額全国1位）

のゲ トウェイ至 帯広

○雇用機会の創出 ○コミュニティバスの停留所、ＥＶ充電器の設置

○防災情報拠点整備 ○交流機能の新設（飲食・休憩）

○無料公衆無線ＬＡＮの設置

成 年度 半期寄付額 国 位）

■町が推進しているコンパクトな街並み再編に合わせて、ナイタイ高原や旧国

鉄士幌線アーチ橋梁群等の地域の優れた景観や飲食店・十勝ナイタイ和牛、

十勝養蜂園の国産はちみつ等の特産品を一元的に案内する拠点を形成し、相

乗効果による活性化を図る



ましゅう おんせん

〇観光案内所に「旅の案内人」が常駐するなど先駆的な取り組みを行っているが、更なる機能の充実として、「外国人観光客」へ
地域の歴史や文化を含めた情報発信及び受け入れ体制の強化を実施し 地域を活性化

北海道弟子屈町重点「道の駅」候補 道の駅「摩周温泉」

地域の歴史や文化を含めた情報発信及び受け入れ体制の強化を実施し、地域を活性化。

＜地方創生拠点としての機能＞

ゲートウェイ型
観光総合案内

「摩周湖」等観光のゲートウェイ

インバウンド観光
地域の歴史・文化発信

産業振興
地場産品情報の発信

摩周湖展望台

設置者

弟子屈町

新設/既設

既設

路線

国道241号

駅名

摩周温泉

都道府県

北海道

設置年度

平成５年

種別

一体型

川湯温泉屈斜路湖砂湯
▼「摩周温泉地区

※

」観光入込み客の推移 ▼弟子屈町外国人宿泊者数の推移
（人） （人）

4,810

6,514 6,817

8,156

4 000
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10,000

451,468 476,306 469,098

787,002

400 000

500,000

600,000

700,000
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900,000

1,000,000

砂湯

約1.7倍の増加
「旅の案内人」による観光案内

川湯エコミュージアムセンター

川湯温泉
エリア

硫黄山

（人） （人）

約1.7倍の増加
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H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

下半期 上半期

0

100,000

200,000

300,000

400,000

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

下半期 上半期

弟子屈町

９００草原

：H26年度の下半期は H25年度と同数として作成

H23.7ﾘﾆｭｰｱﾙ H23.7ﾘﾆｭｰｱﾙ

屈斜路湖
エリア

摩周岳

※「道の駅」摩周温泉を含む弟子屈 出展 弟子屈町HPより

展望台

「道の駅」を活用した交通機関乗り放題
の周遊観光

冬季の観光シーズンにも運行

弟子屈町

「道の駅」摩周温泉
▼地域が一丸となって、地場産品を用いた
商品開発及び「道の駅」での販売による地
域の魅力を発信

：H26年度の下半期は、H25年度と同数として作成

▼「道の駅」で地域を知る
摩周観光文化センターと連携した展示を実施

※「道の駅」摩周温泉を含む弟子屈
町中心部エリア

出展：弟子屈町HPより

冬の体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（ｽﾉｰｼｭｰ
体験･ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞﾀﾞｽﾄ体験）

900草原

＜提案の先駆性・ポイント＞ ＜実施内容＞

○多言語に対応した案内所の体制つくり■道東地域の観光の玄関口的な役割を担うため、「摩周湖」「屈斜路湖」を代表

を実施

「道の駅」
摩周温泉

○多言語に対応した案内所の体制つくり
→多言語通訳者の配置、標識看板の設置、案内看板の設置

○弟子屈町の魅力などを通じた、知的好奇心を刺激する情報提供の整備
→弟子屈町の魅力（自然・観光地・歴史・文化）及び地場産品による食の
情報提供

■道東地域の観光の玄関口的な役割を担うため、 摩周湖」 屈斜路湖」を代表
する変化に富んだ観光資源を案内。入り込み客数が減少する冬期に、４種類
の体験プログラムの案内や「道の駅」を活用した交通機関乗り放題の周遊パス
ポートを発券を実施。

■特に冬場の落ち込みが少ない「外国人観光客」へ、地域の歴史や文化を通じて
観光情報を発信し、受け入れ体制を強化。


	【別紙】道の駅
	150310_｢道の駅｣選定結果記者投げ込み資料_150305.pdf
	150310_「記者発表資料」授与式.pdf
	150310_［記者発表資料］選定結果公表.pdf
	重点道の駅制度概要ver2.pdf
	【８１】_【七飯】提案概要様式_150127.pdf
	【８１】_【南ふらの】提案概要様式_150127.pdf
	【８１】_【音更】提案概要様式_150127.pdf
	【８１】_【士幌】提案概要様式_150127.pdf
	【８１】_【上士幌】提案概要様式_150122.pdf
	【８１】_【弟子屈】提案概要様式_150122.pdf



